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平成２３年５月定例教育委員会会議録 

 

１ 期  日  平成２３年５月１１日(水) 

２ 場  所  南別館３階第２会議室 

３ 開始時間  午前１３時３０分 

４ 終了時間  午前１６時３０分 

５ 出席者 

小西委員長・堀内委員長職務代理者・瓦田委員・島津委員・酒匂教育長 

その他の出席者 

日高教育部長・池田教育総務課長・有嶋学校教育課長・中津スホーツ振興課長・茶薗生涯学習

課長・坂元文化財課長・月野学校給食課長・有川山之口課長・山下高城教育課長・福留山田教

育課長・川畑高崎教育課長・北崎図書館長・川崎美術館長・新宮都城島津邸館長・原口教育総

務課副課長・東教育総務課主幹 

６ 会議録署名委員 

瓦田委員・堀内委員 

 

７ 開会 

○小西委員長 

それでは、ただいまより５月の定例教育委員会を開催いたします。皆様のご協力をお願いいたし

ます。本日は、１名の方が教育委員会の会議を傍聴されますが、都城市教育委員会傍聴人規則に基

づき、傍聴券に記載されております注意事項を遵守いただきますようお願いいたします。 

 

８ 前会議録の承認 

○小西委員長 

平成２３年４月定例教育委員会会議録につきましては、既に原案を配付しておりますが、会議録

に記載した内容についてご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○委員長 

ご異議がないようですので、前会議録を承認いたします。 

 

９ 会議録の署名委員の指名 

○委員長 

本日の会議録の署名委員に都城市教育委員会会議及び選挙等に関する規則第 15条の規定により、

瓦田委員・堀内委員にお願いします。 

 

１０ 教育長報告 

４月定例教育委員会以降の行事について概要報告（主要なもの） 

 (1)本年度の教育的課題について 

   平成２３年度の各学校のスタートが順調にされた。市外より９名の校長、９名の教頭が転入さ

れ、市内の小中学校校長会、教頭会を開催した。その中で校長、教頭にお願いしたことの１つに、

今東日本大震災で未曾有の震災が起こっているわけであるが、本市においても新燃岳降灰の土石

流の心配があるところで、危機意識を持って各学校は対応して欲しい。特に、市においては今日
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も警戒対策本部が設置されたところであるが、基本的な考え方にプロアクティブの３原則という

ものがある。１に「疑わしい時には行動せよ。」、２に「最悪の事態を想定して行動せよ。」、３に

「空振りは許されるが、見逃しは許されない。」という姿勢で、都城市長をはじめ市の職員は危機

意識を持って行動している。各学校でも、この考え方を参考にして取り組んで欲しいと話した。 

   いくつか話した中で、本市の教育的課題を解決する必要があるが、やはり学力向上を最大の課

題として捉えていくこととする。昨年度も話したが、本年度も新しい校長を前に県内２６の市町

村があるが、向こう３年間で本市をベスト３の学校にしたいということを話した。小さな町村で

は、本当にきめ細やかな指導ができやすい訳で、当然学力は上がる。本市のような大きな規模を

持つ市では、なかなか全体を底上げするのは至難の業である。しかし、気概を持ってベスト３を

目指して取り組んで欲しいということをお願いしたところである。繰り返しお願いしたので、校

長、教頭もただならぬものを感じられたものと思い、頑張っていただけるものと考える。 

   その中で多くの施策がある訳だが、特に本年度は本市の小学校で、教科分担制及び専科制の導

入をしていくこととしている。小１プロブレム、中１ギャップとか非常に大きな問題がある訳で

ある。特に小学校から中学校に行くときに大きく環境が変わるので、子どもたちが学校に馴染め

ない状況が困るということで、その打開策として小学校５年、６年での教科分担制及び専科制の

導入をして、中学校へ行くときのための準備を尐しずつやっていくということである。多くの人、

教師と関わることの良さを感じて欲しいと考えている。 

 (2)スポーツ尐年団の結団式について 

   スポーツ尐年団本部総会、結団式が開催された。今の子どもたちの育ちの状況を見ると、規範

意識をどのように形成するか、忍耐力をどのように培うか、他人を思いやるやさしい心を具体的

な場でどのように指導していくのかという、大きなテーマがある。スポーツはこの３つのテーマ

を追求するうえで有効な教育手段であると考える。結団式が多くのチームが参加し高城体育館と

市体育館の２会場で開催されたが、学校教育のみならず社会教育の場で子どもたちが育っていく

ことに感謝している。仕事を持ちながらのボランティア指導者の熱意に感動したところであり、

子どもたちはこの指導者や家族に感謝の念を持ちながら活動していくことを切に願っているとこ

ろである。 

 (3)宮崎県教育振興基本計画について 

   未来を切り開く心豊かなたくましい宮崎の人づくりについて、先般、教育長、教育委員長会議 

が行われた。その中で県教育委員会が提示した、平成２３年度から平成３２年度までの１０年間 

の第２次宮崎県教育振興基本計画について協議をした。目指す県民像を明記し、５つの施策の目 

標を掲げてさまざまな施策に取り組むことになっている。キャリア教育について、教育長、教育 

委員長の分科会が行われ、現代の若者の課題として、学生から職業人への移行が円滑に行われて 

いない職業的自立、コミュニケーション能力が職業人として欠けている、あるいは職業観、職業 

意識の未熟さ、目的意識が希薄だとかについて、学校教育が何をしていくのかという観点から議 

論が行われた。キャリア教育というものは職業教育を包含するものであり、人間形成能力とか社 

会形成能力だとかの自己課題解決能力やキャリアプランニング能力が今求められている。議会で 

よく取り上げられる職業体験は中学校で実施されているが、キャリア教育の一環として検討して 

いくべだという意見も出された。私の方からは、「あれやってくれ、これやってくれという」と 

いう提案というものがあるが、このことについては、「こんな考え方もあり、こんな方法もあり 

ますよ」という具体的な考え方を示すべきだということを国も県も突っ込んだ意見を提案してい 

ることを話した。 

宮崎県子ども読書推進計画の中で、平成２３年度から平成３２年度の計画で宮崎県の子どもた 
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   を読書好きにしていこうという計画があるが、都城市は昨年度から図書館サポーター事業を立ち 

上ており、今年度はさらに充実したものにする計画であり、県の計画に沿ったものであると認 

識している。 

○委員長 

   ただいまの教育長の行事報告について何か御質問等はございませんか。 

○瓦田委員 

  スポーツ尐年団の結団式に出席しましたが、子どもも大人も規範意識の形成が必要だと思いま 

す。ボランンティアで支援している指導者にも、規範意識や他人を思いやるやさしい気持ちにつ 

いて重点的に話をしながら指導していただきたいと思います。指導者の中には、ややもすると勝 

利主義に走りがちな方もおられるので、規範意識等についての指導も意識して行っていただきた 

いと思います。 

○委員長 

  キャリア教育について教育委員長の分科会で協議しました中で、たまたま教育委員長の方で中 

 学生の体験学習を受け入れられた方のお話を聞かせていただきましたが、体験学習を受け入れる 

 現場としては、中学生にけがをさせないとか嫌な思いをさせないとかのお客様扱いの部分がある 

 ということでした。昨年の１２月議会で議員の方から体験学習についての質問があり、色々と考 

 えさせられる点がありました。結局キャリア教育やコミュニケーション能力の向上とかがスロー 

ガンに終わっている部分もあるとか、現実と教育ビジョンとのギャップはありますが、当たり前 

の事を当たり前にできるという規範意識についての教育が必要だということを学校教育課から話 

をしていただきたいと考えております。 

○教育長 

  以前、中学生の体験学習を受け入れた経験があります。まず、体験学習の数日前に５・６人の 

生徒からよろしくお願いしますというあいさつがあり、終わった後にお礼状が届きました。その 

意味では、スタートからゴールまで当たり前のことを当り前に行うということが重要であると思 

います。それができないということであれば問題ですので、その時は学校教育課長から学校に指 

導する必要があると思います。 

○瓦田委員 

  私の通っていたスポーツジムに中学生が体験学習に来たことがあります。仕事の中身を幅広く 

知ることも含めて、人との接し方を経験することが重要だと思います。学校教育も重視しながら、 

会社でも最初から最後までの流れを体験することは必要だと思います。 

○委員長 

  キャリア教育も難しい部分もありますが、学校ではマナーとか日常生活での規範意識を養うこ 

と等が必要ではないかと思います。 

○委員長 

  他に何かありませんか。 

（意見なし） 

１１ 議事 

○委員長 

本日は報告１１件、議案３件です。 

 

報告第２６号「専決処分した事務の報告及び承認について（平成２３年度４月専決予算につい

て）」を審議します。説明をお願いします。 
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※教育部長より概要説明し、教育総務課長より説明。 

 

○委員長 

何かありませんか。 

○瓦田委員 

  御池小、夏尾小、夏尾中の空調機器設置で、メーカーによっては機器等の納品が遅れることも 

予想されるということですが、東日本大震災の影響ですか。 

○教育総務課長 

  その影響です。 

○委員長 

他に何かありませんか。 

（意見なし） 

 それでは報告第２６号は報告通り承認します。 

次に議案第２６号「平成２３年度都城市教育基本方針について）」を審議します。説明をお願いし

ます。 

※教育総務課長より概要説明し、全課・館長より説明。 

 ○瓦田委員 

   指定管理者制度の手順はどのようになっていますか。 

 ○スポーツ振興課長 

   施設の管理運営形態には、市直営、委託、指定管理者の３つがあります。運営上、施設事業の 

  充実や効率性が図れる場合に市長決裁の後に指定管理者制度導入を決定します。その指定管理者 

の選定については、公募と非公募があります。公募の場合はプロポーザル方式により、その公募 

者の事業計画等を査定して選定します。非公募につきましては、その事業体が望ましい理由があ 

る、例えばその地域の住民が主体となった事業体の施設管理運営が最適であると判断した場合に 

適用されます。指定管理者の決定につきましては、指定管理者制度導入開始年度の前年度の議会 

で議決されることが必要です。施設使用料につきましては、市の歳入とし管理費のみを指定管理 

者に支出する場合と、使用料を指定管理者の歳入とする場合の２通りがあります。 

○島津委員 

    地区公民館建設事業の移転新築地はどのような土地ですか。また、旧地区公民館の今後の利用 

についてはどのような計画ですか。 

 ○生涯学習課長 

   五十市地区公民館の新築の土地は、中尾自治公民館に隣接する場所で市開発公社が所有してい 

た土地です。西岳地区公民館につきましては、西岳小学校の敷地内に新築の予定です。 

 旧五十市地区公民館も旧西岳地区公民館の今後の利用につきましては、現在は未定です。 

 ○瓦田委員 

   昨年度の美術館特別展の来場者数を教えてください。 

 ○美術館長 

   平成２２年度国立美術館巡回展の来場者数は７，０００人で、その後宮城県でも開催されまし 

た。今年度は、１０月１５日～１２月４日に「素顔の佐伯祐三と山田新一」の企画展を計画して 

います。小・中学校へ２人のプロフィール他説明等を行い、美術館への招へいについて努力しま 

す。 

 ○堀内委員 
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   都城島津邸の事業でネットワーク看板の設置とありますが、具体的にはどのようなものですか。 

 

 ○都城島津邸館長 

   本庁、各総合支所管内の島津の史跡各１ヶ所計５ケ所に、周辺の史跡の案内も兼ねた説明板を 

設置するものです。 

 ○堀内委員 

   都城島津邸の場所の案内看板の設置をお願いしたいと思います。 

 ○委員長 

   国道１０号線に、図書館と美術館の共同で都城島津邸の案内板を設置したら良いのではないか 

と思います。 

 ○瓦田委員 

市外からの観光者用の案内板の設置が必要だと思います。 

 ○都城島津邸館長 

現在は、案内看板の設置の事業計画はありませんが、今後検討していきます。 

 ○堀内委員 

   教育委員会全体の予算についてですが、新燃岳降灰のために御池小、夏尾小、夏尾中の３校だ 

けに空調機器を設置するということですが、全ての学校に設置するような全体的な検討はされな 

かったのですか。中長期の事業計画があると思いますが、緊急性を考慮して臨機応変の予算対応 

はできないのでしょうか。 

 ○教育総務課長 

   御池小、夏尾小、夏尾中の３校に設置したのは、今回の新燃岳噴火で極めて多量の降灰があっ 

たのと、新燃岳により近いということからであります。また、設置するには、設計委託から発注、 

工事完了まで相当の期間が必要になりますので、今年度はこの３校に限定させていただきました。 

   なお、本市も新燃岳の多量降灰防除地域指定を受けましたので、国の補助による空調機器の設 

置が可能となりますので、この３校の状況も見てから、また風向き等も考慮しながら今後検討し 

ていく考えです。 

 ○瓦田委員 

   すべての学校に同様に空調機器を設置することは、予算上難しいものがあると考えます。どの 

学校にも扇風機が設置されていますので、これで何とかしのいでいくしかないのではと思います。 

○委員長 

他に何かありませんか。 

（意見なし） 

 それでは議案第２６号は提案通り決定します。 

次に、議案第２７号「都城市教育委員会の組織及び事務分掌等に関する規則の一部を改正する

規則の制定について」を審議します。説明をお願いします。 

 ※教育総務課長より説明 

○委員長 

   何かありませんか。 

 （意見なし） 

 それでは議案第２７号は提案通り決定します。 

次に、報告第２７号「専決処分した事務の報告及び承認について（平成２３年度都城市教育委 

員会名義後援について）」、報告第２８号「学校施設の耐震化状況及び耐震診断結果の公表につい 
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て」及び議案第２８号「都城市教職員住宅管理規則の一部を改正する規則の制定について」を審 

議します。説明をお願いします。 

 ※教育総務課長より説明 

○委員長 

   何かありませんか。 

 ○堀内委員 

   山之口小は山の上に学校があり、地震等で学校敷地が地盤沈下して校舎が倒れ破損する可能性 

  はないのでしょうか。 

 ○教育総務課長 

   鉄筋コンクリート造で杭を地下深く安定した地盤まで打ち込んでいますので、校舎が倒れるよ 

うなことはありません。 

 ○瓦田委員 

   教職員住宅は、老朽化したものについては、整理すべきだと思います。 

○教育総務課長 

  教職員住宅はいずれも老朽化しております。また、学校の近辺に居住しなければならないとい 

う規程も現在はありませんので、財産の移管や処分等を進め、真に必要な教職員住宅を管理して 

いく方向です。 

○委員長 

   他に何かありませんか。 

（意見なし）  

 それでは報告第２７号及び報告第２８号については報告通り承認し、議案第２８号は提案通り 

決定します。 

次に、報告第２９号「臨時代理した事務の報告及び承認について（結核対策委員の委嘱につい 

て）」、報告第３０号「専決処分した事務の報告及び承認について（平成２３年度都城市小中学校 

学級編成の協議）」、報告第３１号「臨時代理した事務の報告及び承認について（都城市就学指導 

委員会委員の委嘱について）」及び報告第３２号「臨時代理した事務の報告及び承認について（都 

城市教育研究所研究所員の委嘱について）」を審議します。説明をお願いします。 

 ※学校教育課長より説明 

○委員長 

   何かありませんか。 

 ○瓦田委員 

就学指導委員会委員が提案して、保護者の意見と食い違う場合の対応はどのようにされていま 

すか。また、特別支援ではない普通学級の子どもへの対応も教えてください。 

 ○学校教育課長 

   昨年度は、就学指導委員が９４件対応しましたが、その内数件は決定しませんでした。就学指 

導委員が専門的に熱心に説得されています。特別支援でない普通学級の子どもについても、発達 

障害の子どもに支援しています。車いすの子どもには生活介護を行い、通級での言葉の教室を明 

道小、西小、西中に設置しています。 

○委員長 

   法定伝染病の子どもは欠席扱いになりますか。 

 ○学校教育課長 

   欠席ではなく出席日数から除くことになります。 
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 ○教育長 

   就学指導委員は、幼稚園、学校に訪問することになり、大変な苦労をされていますが、大きな 

成果だと考えています。 

 ○委員長 

   教育研究所研究所員の委嘱年限はあるのですか。 

 ○学校教育課長 

   年限はありませんが、２年が適当であると考えています。毎年２名から３名は残っています。 

 ○瓦田委員 

   教育研究所研究所員の研究内容はすばらしいと思っていますが、学校の中での立場を他の先生 

  方に理解してもらい、皆で支援体制を構築するように校長に話すべきではないでしょうか。本人 

  も学校の中で自信を持って欲しいと思います。 

 ○学校教育課長 

   １０月、１１月に開催する学校研究会で、エキスパートティーチャーの活動を学校報告します。 

 ○委員長 

   小学校における教科分担制及び専科制の導入で、中１ギャップもなく多くの先生とのふれあい 

  ができることは、メリットがあり期待しています。 

○委員長 

   他に何かありませんか 

（意見なし） 

 それでは報告第２９号、報告第３０号、報告第３１号及び報告第３２号は提案通り決定します。 

次に、報告第３３号「平成２３年度第４７回都城市市民大学講座開設要項の制定について」、 

報告第３４号「平成２３年度都城市子どもフェスティバル開催要項の制定について」及び報告第 

３６号「平成２３年度都城市成人式開催要項の制定について）」を審議します。説明をお願いしま 

す。 

 ※生涯学習課長より説明 

○委員長 

   何かありませんか。 

 ○瓦田委員 

   成人式の時に、新成人になった自覚を促すために国政に参加する意味で、選挙に行って欲しい 

という話を選挙管理委員会からしていただきたい。 

 ○委員長 

   姫城地区では、選挙管理委員会の職員の方が来られました。地区によって異なるのでしょうか。 

 ○生涯学習課長 

   地区毎の実行委員会が企画するため、地区によって異なるものです。選挙の啓発のために地区 

の実行委員会に要望します。 

  

○委員長 

   成人式の後片付けは女性は無理なので、男性全員で対応されているのですか。 

 ○生涯学習課長 

   地域の方や実行委員会で設営しており、後片付けも無事終了しています。 

 ○瓦田委員 

   子どもフェスティバルの開催は良いことだと思いますが、楽しむことも大事ですが、活動の中 
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でのリーダーの規範意識の形成のために指導して欲しいと思います。様々な場面で大人からの指 

導が必要であると思います。 

 ○生涯学習課長 

   市の子ども育成連絡協議会のバックアップ等の大人の指導もされています。 

   前回の５月定例教育委員会で、社会教育指導員の勤務時間を週に３０時間と説明しましたが、 

正しくは週に２４時間、月に９６時間でした。訂正してお詫びいたします。 

○委員長 

   他に何かありませんか 

（意見なし） 

 それでは報告第３３号、報告第３４号号及び報告第３６号は報告通り承認します。 

次に、報告第３５号「臨時代理した事務の報告及び承認について（第５８回都城市美術展運営

実行委員の委嘱について」を審議します。説明をお願いします。 

 ※美術館長より説明 

○委員長 

   何かありませんか 

（意見なし） 

 それでは報告第３５号は報告通り承認します。 

 

 

１２ その他 

○次回５月定例教育委員会日程について 

日時 平成２３年５月３０日（月）１３時３０分から 

会場 南別館３階委員会室 

 

以上で、５月定例教育委員会を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


